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変更契約年月日

契約業者

契約業者の住所

工事の名称

工事場所

工事種別

工事概要

工期（自）

工期（至）

変更前の契約金額 133,100,000 円（税込み）

変更金額 +23,430,000 円（税込み）

変更後の契約金額 156,530,000 円（税込み）

変更理由

令和６年８月２８日

金杉建設株式会社

埼玉県春日部市南一丁目６番９号

施工延長 Ｌ=約７０m
　盛土工 約２，０００ｍ３、法面整形工 約９１０ｍ２
　護岸基礎工 １式　広幅鋼矢板45H型：L=44.0ｍ　8本、L=25.5ｍ　28本
　植生工 １式
　付帯道路工 １式
　排水構造物工 １式
　光ケーブル配管工 １式
　構造物撤去工 １式
　仮設工 １式

令和６年３月１日

令和６年１２月２０日

１． 河川土工
　土砂確保のため、掘削工（ICT）を追加する（増工）。
２． 護岸基礎工
　詳細設計に伴い、広幅鋼矢板の施工をPSF 工法に変更したため、矢板工を変更する（減
工）。
３． 法覆護岸工
　詳細設計に伴い、護岸工の施工が必要となったため増工する。
４． 付帯道路工
　詳細設計に伴い、舗装面積を変更する（増工）。
５． 付属物設置工
　転落（横断）防止柵を再利用することになったため、防止柵工を追加する（増工）。
６． 光ケーブル配管工
　架空で切り回していた光ケーブルを地中配管するため光ケーブル配管工を追加する（増
工）。
７．構造物撤去工
　詳細設計に伴い、構造物撤去工を増工する。
８． 仮設工
　河道掘削の追加に伴い、工事用道路工を増工する。また、工事中の出水対応として、横矢
板設置を追加する（増工）。
９． 共通仮設費
　河道掘削の追加に伴い、敷鉄板の数量が変更となったため仮設材運搬費を増工する。
１０．技術管理費
　施工状況モニタリング調査の対象工事となったため増工する。また、ICT 施工の追加に伴
い、保守管理（ICT）、システム諸経費（ICT）を計上するため増工する。
１１．工期
　工期は、掘削工、水防工、光ケーブル配管工の増工、詳細設計の付与に伴い資材調達に
時間を要したため、１１１日間延長し、令和６年１２月２０日までとする。

標準様式例６－２　（工事）

Ｒ５中川右岸東町地先堤防整備工事

埼玉県越谷市東町地先

一般土木工事

（ 第１回、最終 ）　契約変更の内容



変更契約年月日

契約業者

契約業者の住所

工事の名称

工事場所

工事種別

工事概要

工期（自）

工期（至）

変更前の契約金額 156,530,000 円（税込み）

変更金額 +21,010,000 円（税込み）

変更後の契約金額 177,540,000 円（税込み）

変更理由

標準様式例６－２　（工事）

（ 第２回、最終 ）　契約変更の内容

令和６年１２月２０日

金杉建設株式会社

埼玉県春日部市南一丁目６番９号

Ｒ５中川右岸東町地先堤防整備工事

埼玉県越谷市東町地先

一般土木工事

施工延長 Ｌ=約７０m
　盛土工 約２，０００ｍ３、法面整形工 約９１０ｍ２
　護岸基礎工 １式　広幅鋼矢板45H型：L=44.0ｍ　8本、L=25.5ｍ　28本
　植生工 １式
　付帯道路工 １式
　排水構造物工 １式
　光ケーブル配管工 １式
　構造物撤去工 １式
　仮設工 １式

令和６年３月１日

令和６年１２月２０日

１．河川土工
１）現地精査の結果、土工の数量を変更し、掘削工・残土処理工を減工する。
２）受注者と協議の結果、ICT土工、ICT法面整形工を活用するため、増工する。

２．法覆護岸工
１）現地精査の結果、連節ブロック張の面積を変更し、増工する。
２）築堤側の取付部において段差が生じるため、関係機関との調整により、土留め壁工を

増工する。
３．付帯道路工

１）現地精査の結果、数量を変更し、アスファルト舗装工・縁石工を減工する。
２）築堤に伴い、隣接家屋の排水処理を行う必要が生じたため、道路敷嵩上げを行う。

４．付属物設置工
築堤に伴い、一般車両侵入防止対策、築堤側と取付部における段差処理のための転落

防止柵、国有地への侵入防止柵の設置、看板等の設置が生じたため、付属物設置工を増
工する。
５．光ケーブル配管工

現地精査の結果、配管の延長及びハンドホール蓋の材料を変更し、増工する。
６．構造物撤去工

河道掘削（高水敷）の実施に伴い、支障となるアスファルト・コンクリートブロック等を撤去
するため、増工する。
７．仮設工

１）他工事との調整及び工事の増工に伴い、工事用道路工・交通管理工を増工する。
２）矢板打設をウォータージェット併用にて実施したため、排水のための仮水路工及び汚

濁防止工を追加する。
８．共通仮設費

１）工事用道路工の増工に伴い、仮設材運搬費を増工する。
２）河道掘削（高水敷）の実施に伴い、支障となる木を伐採する必要が生じたため、増工す

る。
３）現地精査の結果、近隣家屋の規格に相違があり、家屋調査を減工する。

９．技術管理費
　　ICT土工、ICT法面整形工の施工実施に伴い、保守管理を増工する。また、３次元起工測
量・３次元設計データの作成費用、３次元出来形管理等の施工管理・３次元データの納品
費用、遠隔臨場、図面変換費を追加する。
１０．工期は、元設計とおりとする。
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